
　　　Rotary　International　2018-19 　　　国際ロータリー第2670地区
　　　　会 長　バリー・ラシン　　[バハマ]
　テーマ

　　　　インスピレーションになろう

 　平成３０年１２月１１日（火）

　【会長報告】

◆ 氏家さんに「米山功労者感謝状」が届いておりますので贈呈します。

◆ 第１２回香川県ロータリークラブ親睦ゴルフ大会にて当クラブが「団体優勝」

しました。その時のトロフィーです。　 　→　→　→

　【幹事報告】

◆ 前回、例会終了後、１２月理事会を行ないました。

① １２月・１月・２月プログラムの件　　・・・・・・　承認

② 丸亀城　石垣修復のための寄付金の件　　・・・・・・　承認

◆ インターシティ・ミーティング（ＩＭ）の案内文を配布しておりますので出欠返答をお願いします。

　【副会長報告】

◆ 12月8日(土)ロータリー財団補助管理セミナーに出席してまいりました。

◆ 前回、例会終了後、第４５年度第１回理事会を行ないました。

① Ｓ・Ａ・Ａ、副Ｓ・Ａ・Ａ選出の件　　　・・・・・・　承認

　　　Ｓ・Ａ・Ａ　→　名倉良成さん、副Ｓ・Ａ・Ａ　→　枝園裕子さん

　【プログラム】　❤　会員卓話 （ロータリー財団委員会） 秋山 等 委員長

ロータリー財団とは　　標語：世界でよいことをしよう

＊ロータリーの使命

ロータリー財団の使命は、ロータリアンが、健康状態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済すること

を通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすることです。より良い地域づくりのための活動やグロ

ーバルなイニシアチブを資金面で支えているのがロータリー財団です。クラブや地区に補助金を提供して

いるほか、ポリオの撲滅や平和の推進といったグローバルなキャンペーンを展開しています。こうした活動

や補助金を実現させているのは皆様からロータリー財団へのご寄付です。

＊財団の歴史

1917年、アーチ C. クランフRI会長が「世界でよいことをするために」

基金の設置を提案。

この基金が1928年に「ロータリー財団」と名づけられて国際ロータリー

内の新しい組織となり、現在のロータリー財団にいたっています。
　

＊財団の成長 　ロータリー財団の創設者

1929年、財団は初の補助金500ドルを国際障害児協会へ贈りました。

この協会は、ロータリアンだったエドガー F. “ダディー” アレンが創設

したもので、後に「イースター・シールズ」（米国の慈善団体）となりました。

1947年、ロータリー創設者のポール・ハリスが亡くなると、多くの人びとから国際ロータリーに寄付が寄せら

れました。この寄付は「ポール・ハリス記念基金」となって、その後のロータリー財団の発展のために役立て

　四つのテスト 　　１．真実かどうか 　　３．好意と友情を深めるか
　　２．みんなに公平か　　４．みんなのためになるかどうか言行はこれに照らしてから
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＊財団プログラムの変遷

1947年

財団初のプログラム「Fellowships for Advance Study（高等教育のためのフェローシップ）」を開始。

このプログラムは後に「国際親善奨学金」として知られるようになる。

1965～66年

財団が新たに「研究グループ交換（GSE）」「Awards for Technical Training（技術研修のための補助金）」

「Grants for Activities in Keeping with the Objective of The Rotary Foundation（ロータリー財団の目的を

果たす活動のための補助金、後の「マッチング・グラント」）」の3つのプログラムを開始。

1978年

「保健、飢餓追放、人間性尊重（3-H）補助金プログラム」を開始。3-H補助金のプロジェクト第一号

として、フィリピンの600万人の子どもたちにポリオの予防接種を実施。

1985年

全世界でポリオの撲滅をめざす「ポリオプラス・プログラム」を設置。

1987～88年

初めての平和フォーラムが開催され、これが「ロータリー平和フェローシップ」創設のきっかけとなる。

2013年

世界中のロータリアンがグローバルなニーズに応えられるよう、新しい補助金モデル（地区補助金、グロ

ーバル補助金、パッケージ・グラント）を導入。

1917年に26ドル50セントの寄付から始まったロータリー財団は、10億ドル以上の寄付を受けるほどの大き

な財団に成長しました。財団はこうして多くの方々に支えられ、人道的分野や教育面での支援活動を続け

ています。

＜ロータリー財団のプログラム＞

　　・平和と紛争予防／紛争解決 　・グローバル補助金

　　・疾病予防と治療 　・パッケージ・グラント

　　・水と衛生 　・地区補助金

　　・母子と健康 　・ロータリー平和センター

　　・基本的教育と識字率向上 　・ポリオ・プラス

　　・経済と地域社会の発展

　＜ロータリー財団寄付の種類＞

年次基金

　ロータリークラブは、世界中の地域社会で、平和の推進、水と衛生の改善、教育の支援、地元経済の

　促進、母子の健康改善、疾病の治療・予防といった活動にあたっています。このようなクラブの取り組

　みを支えているのが、年次基金へのご寄付です。

ポリオプラス基金

　ポリオ（脊髄性小児麻痺）は、身体麻痺の後遺症をもたらし、時として命さえも奪う伝染病です。

　この基金は、ポリオを世界から撲滅するという目標を達成するために利用されます。治療法のない

　ポリオに対する最善の対策は予防です。わずか米貨60セントのワクチンで、一人の子供を、生涯身体

　の自由を奪うこの疾病から守ることができるのです。

恒久基金

　年次基金が今日の財団プログラムを支える一方、恒久基金は明日の財団プログラムを確かなものと

　するために、元金には手をつけず投資収益のみを使います。これにより、世代を超えて大勢の人々を

　支援し、希望を分かち合うことができるのです。寄付額に応じて、寄付者の名前をつけた冠名基金も

　設立できます。

　＜寄付の認証＞

　ロータリー財団の協力財団である、ロータリー日本財団への寄付は、ロータリー財団の寄付認証を受

　けることができ、寄付累計にも加算されます。ポール・ハリス・フェローなどの認証は個人を対象としま

　すので、法人などは対象となりません。

　四つのテスト 　　１．真実かどうか 　　３．好意と友情を深めるか
　　２．みんなに公平か　　４．みんなのためになるかどうか言行はこれに照らしてから

　＜６つの重点分野＞



　【本日のニコニコ】

♣　 本日、会員卓話を無事終えて 　 ：秋山　　等 ﾛｰﾀﾘｰ財団委員長

♣　 秋山等さん。会員卓話。ありがとうございました。 ：氏家　正俊 幹事

♣　 副幹事 ： 森  　英司 さん

♣　 12月9日岡山後楽園ＲＣとの親睦ゴルフコンペが開催され 　 　

　 　　　個人『優勝』、団体『優勝』しました ：片岡　浩昌 さん

♣　 岡山後楽園ＲＣとの親睦ゴルフコンペで団体優勝して ：稲毛　謙二 会長

♣　 岡山後楽園ＲＣとの親睦ゴルフコンペで団体優勝して ：山下　峰彦 さん

　12月9日(日)鮎滝カントリークラブにて「丸亀東ＲＣ・岡山後楽園ＲＣ
　２ＲＣ親睦ゴルフコンペ」が開催されました。

優 勝 　  片岡 浩昌 さん
準優勝 　  久保田剛司 さん
３ 位 　   原　将嘉 さん
４ 位 　  内山 満義 さん
５ 位 　  山下 峰彦 さん

　オークラホテル丸亀　☎23-2222

＜団体＞

準優勝

丸亀東ＲＣ

岡山後楽園ＲＣ

2019～2020年度役員・理事に選ばれて

　ＭＡＲＵＧＡＭＥ　ＥＡＳＴ　ＲＯＴＡＲＹ　ＣＬＵＢ 例会場
〒763-0011 丸亀市富士見町3-3-50

＜個人＞

優 勝



　【来訪ロータリアン】　（なし）

　【メークアップ】　（なし）

　【出席報告】 　第２１０９回例会

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出席率

４０名 ３名 ３７名 ２５名 １２名 ６７．５７％

　第２１０７回例会 　

会員総数 出席免除会員数 出席計算会員数 出席会員数 欠席会員数 出席率

４０名 ３名 ３７名 ２３名 １４名 ６２．１６％

　【１２月１８日（火）の例会】

　クリスマス家族会　（ 親睦活動委員会 ）

　　　【オークラホテル丸亀12Fエメラルド　午後7時開会】

 　　≪１２月２５日(火)・１月１日(火)例会は“休会”です≫

　【１月８日（火）の例会変更→１月１０日(木)】

　丸亀ＲＣとの合同親睦新年例会　（ 親睦活動委員会 ）

　　　【18:00～ 山北八幡神社にてお祓い】

　　　【19:00～ 中津万象園・懐風亭にて合同新年例会】

　　ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むことにある。
　　具体的には、次の各項を奨励することにある。 
　　第 1　 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること。 
　　第 2 　職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるものと認識し、社会に奉仕
　　　　　する機会としてロータリアン各自の職業を高潔なものにすること。 
　　第 3 　ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活において、日々，奉仕
　　　　　の理念を実践すること。 
　　第 4 　奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、国際理解、親善、平和
　　　　　を推進すること。
 　　付記：「ロータリーの目的」の 4 つの項目は、等しく重要な意味を持ち、また同時に行動 を
　　 　 　　起こさなければならないものであるということで、RI 理事会の意見が一致している。

　オークラホテル丸亀　☎23-2222

事務所 　オークラホテル丸亀４３０号室 　TEL：0877-21-6611　FAX：0877-21-6655
例会日 　毎週火曜日　PM12:30～PM1:30 　URL：http://www.marugame-east-rc.com

　E-Mail：merc@soleil.ocn.ne.jp

〒763-0011 丸亀市富士見町3-3-50

＜１２月１１日（火）現在＞

　ＭＡＲＵＧＡＭＥ　ＥＡＳＴ　ＲＯＴＡＲＹ　ＣＬＵＢ 例会場

＜１１月２７日例会分＞
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